


エモい小説 - 2019.02.01 Fri

こんにちは、らくだです。

コバルトの連載企画「小説を書くためのプチアドバイス」が更新されました。

今回のテーマは、

「読むひとを高ぶらせる小説とは。その源となる『中二感』について」

リンクは以下。

少女小説はもちろんそれ以外の投稿者さんも是非ご覧になってください。

【小説を書くためのプチアドバイス】

http://cobalt.shueisha.co.jp/write/column-miura-shiwon/002873/

＜概要＞

・小説の感想で「エモい」って褒め言葉よな

・じゃあどうしたら「エモい小説」が書けるんやろか？

・作者からあふれ出る青臭い情熱、つまり中二感が重要なんじゃね？

・お前らも書き手なら中二感満載の情熱を思いっきりぶつけていこうぜ！

・ただし小説は深夜のラブレターだぞ？　読者にドン引きされないよう注意な？

趣旨をまとめるとこんな感じかと。

あくまで自分の理解なので正確な内容は本文をお読みください。

ちなみに余談ですが、自分も三浦先生と同じく、エモいって単語は最初マイナスの言葉だと思ってました。

エロくてキモいの略かな？みたいな。

まさかエモーショナルのエモとはビックリですよね。

それはさておき、自分もエモい小説が書けるよう、創作に対するあふれ出る情熱を大事にしたいと思いま

す。



白浜に行ってきました - 2019.02.02 Sat

こんにちは、らくだです。

和歌山県の白浜温泉へ行ってきました。

泊まりではなく日帰りでしたが日常を忘れてリフレッシュできました。

というわけで写真をアップしていきます。

まずはこちら。

千畳敷という海岸の景勝地。

写真は逆光でいまいちですが、西向きの広大な海岸ということもあり、「日本の夕陽百選」に選ばれている

そうです。

風が強くて寒いですが、青い海を眺めていると、それだけで爽快な気分になってきます。

大阪湾とか緑ですからね……。

いや場所にもよるだろうし大阪湾をディスる気はありませんが……。



そして！

海もですが和歌山は空の青も素晴らしい！

画像で伝わりますでしょうか。

天気に恵まれたこともありますが、このグラデーションは芸術レベル。

景色も大事ですが観光地といえばソフトクリーム。

そんなわけで和歌山産の桃ソフトを食べました。

観光地で食べるソフトクリームは何故こんなに美味しいのでしょう。

最後にオマケ。

千畳敷と並ぶ景勝地、白浜の円月島（高嶋）。



中央の空洞は海蝕によって出来たもので、毎年春分と秋分の日には、穴を通して綺麗な夕日が見えるそう

です。

こうやって日常を忘れてリフレッシュする時間は大切ですよね。

今回は残念ながら日帰りでしたが、白浜にはアドベンチャーワールドというテーマパークもありますし、機

会があれば旅館に泊まってゆっくり滞在したいと思います。



続・白浜に行ってきました - 2019.02.03 Sun

外の観光もいいけれど！

温泉へ来たからには食事とお風呂を楽しまないと！

というわけで、ワクワクしながら予約した旅館へ向かったら、なんか想像以上にすっごいリゾートです

よ！？

アジアのリゾートでよく見かける、こういう外枠や壁のない開放的なプールを、インフィニティプールと

呼びます。

ヤバイわー。

これはテンション上がるわー。

ちなみに後でわかりましたが、これは泳ぐためのプールではなく、温泉を使った足湯だそうです。

インフィニティ足湯……！

なんか新しい概念だ……！

そして料理。

食事抜きに温泉を語ることはできませんからね。

今回いただいたのはクエ料理。

幻の高級魚だそうですが産地の和歌山では旬のクエが楽しめます。

料理の奥に見えているのは生け簀。



たまに店長がやって来て釣り上げる様子はなかなかにリアルでした。

写真に迫力出したくてわざと斜めに撮ってみた。

あまり変わらん？

いいんだ気持ちの問題だ！

なお初めて食べたクエですが、鍋や刺身もさることながら、食前酒の「クエの皮酒」が最高に美味でした。

値段が値段なので（入浴込みで 10,000円）、さすがに毎週というわけにはいきませんが、たまに奮発して

非日常な体験を楽しむのもいいものですよね。

以上、日帰り白浜レポートでした。



私のブログ大賞 - 2019.02.04 Mon

皆様こんにちは。

今回は公募情報をお届けします。

ウェブマガジンの Books&Appsで「私のブログ大賞」なるコンテストが開催されています。

【応募要項】

https://blog.tinect.jp/?page id=53482

・ジャンル　不問

・規定字数　 3,500～5,000字

・応募締切　 2019年 3月 31日（日）

・参加資格　不問（ツイッターのアカウント必須）

・受賞賞金　大賞 50万円　準大賞 10万円、佳作 1万円など

・ファイル形式　 Googleドキュメント、およびWord等のドキュメントファイル

応募要項を確認したところ、ブログそのものを審査する賞ではなく、ブログ風に書きおろした 3,500～5,000

字のエッセイを募集するコンテストみたいですね。

なお注意書きにはこんな文言が。

「普段ご自身のブログや SNSで発信をされている筆致そのままに、いつもどおりの内容の延長でご応募し

て下さい」

今いつも通りって言ったな？

つまりドタバタ投稿コメディ（ドM風味）で応募したらええんやな？

それはさておき、発信形態はブログ以外の SNSでもいいようなので、エッセイにご興味のある皆様はチャ

レンジしてみてはいかがでしょうか。



母の日参り手紙コンクール - 2019.02.05 Tue

こんにちは、らくだです。

まだ早いですが 5月の第 2土曜日は母の日です。

もともとは亡き母を偲ぶ 1人の女性の呼びかけで始まった風習（？）だとか。

そんな母の日を記念して「第 2回・母の日参り手紙コンクール」が現在作品を募集中です。

【応募要項】

https://www.koubo.co.jp/system/contest/hahanohi-mairi2019/

・募集内容　亡き母への手紙

・規定字数　 400～600字

・応募締切　 2019年 3月 29日（金）

・受賞賞金　金賞 10万円、銀賞 5万円、銅賞 2万円

このコンテストで募集しているのは、実際に亡くなった母への手紙で、フィクション作品は応募できませ

ん。

母であれそれ以外であれ、大切な家族を失うのは、想像以上につらいことです。

思い出しただけで涙が止まらなくて、手紙なんて書けないかもしれません。

それでも、綺麗な文章じゃなくても、自分の気持ちを書き出すことは心の癒しになるはずですよね。

私もそう思って亡き息子へ手紙を書きました。

そしてラブレターコンテストに応募して落選しました。

という残念すぎるオチはさておき、亡き人を偲ぶ時間は重要だと思うので、心にとまった方は是非応募し

てみてください。



「約束のネバーランド」ショートノベルコンテスト- 2019.02.06 Wed

こんにちは、らくだです。

今回はピクシブ内の企画をご紹介。

ジャンプ漫画でアニメも放送されている「約束のネバーランド」のショートノベルコンテストが開催中で

す。

応募要項は以下。

2月 4日から受付が始まっています。

【「約束のネバーランド」ショートノベルコンテスト】

・募集内容 「グレイス＝フィールドハウスのとある一日」をテーマとした小説

・開催期間　 2019年 2月 4日（月）～4月 7日（日）

・規定字数　 800字以上（上限なし）

・応募方法　 pixivに作品を UPし「約ネバノベルコン」のタグを設定

見たところ特に賞金などはないようですが、受賞（5名）すると、公式サイトに本文が掲載されるそうです。

自分の書いた小説が、他でもない公式サイトに載るのは、作品ファンにとっては非常に嬉しいことですよ

ね。

ただ個人的な感想を言うと……。

シブは絵がメインのサイトなので小説回りの機能は使いにくい印象が……。

それでも最近は文芸のコンテストが増えてきましたし、メインのイラストはもちろん、小説界隈の創作も

さらに盛り上がって欲しいところです。

以上、「約束のネバーランド」ショートノベルコンテストの紹介でした。

https://www.pixiv.net/member_illust.php?mode=medium&illust_id=73004052


らくだ図書館（82） - 2019.02.07 Thu

しばらく更新が途絶えましたが常木らくだ不死鳥のごとく以下略。

はい。

というわけで先月のパブー版です。

【らくだ図書館（82）】

http://p.booklog.jp/book/125775

ところで私、話はまったく変わるんですが、2015年にファイナンシャルプランナーの資格を取ったんです

よ。

その時に提案書という課題がありまして。

当時の記事も過去ログの中にあったりします。

【提案書の結果】

http://rakuda-library.seesaa.net/article/414382665.html

要は収入と支出のバランスを考え、お客さん（架空の人物）に対して、家計改善のアドバイスをするという

課題なんですが。

この時の能力が！

自分の実生活で役立っている！

いやほら私、旦那に捨てられちゃったわけですし、そうなるとおカネの問題とか気になるじゃないですか。

しかしそんな状況に陥っても、慌てず騒がず人生設計を見直せるという意味で、FPの資格取った 4年前の

自分グッジョブやなと思ったわけです。

というわけで、人生何があるかわかりませんが、何度くじけても不死鳥のごとく立ち上がりたいと思いま

した。



平成の思い出 - 2019.02.08 Fri

こんにちは、らくだです。

最近「平成最後の〇〇」という表現をよく見かけます。

4月 1日に予定されている新元号の発表も楽しみですね。

さてさて。

そんな平成にまつわるエッセイのコンテストが開催中。

応募要項は以下。

原稿用紙 10枚程度で短編小説も OKのようです。

【アイスム スマイル文学賞】

https://www.ism.life/contents/962

・募集内容 「平成」をテーマにした短編小説、またはエッセイ

・受付期間　 2019年 2月 15日（金）～3月 3日（日）

・規定枚数　 400字詰め原稿用紙 10枚程度

・参加資格　 18歳以上（1人 1作品）

・受賞賞金　大賞 30万円、優秀賞 10万円

・ファイル形式　Wordまたは PDF（5MBまで）

私の平成はな……。

最後の 1年があまりにも最悪だったな……。

というわけで、平成が擬人化されたら殴りたい気持ちですが、とても勝てる気はしませんしあっさり返り

討ちにされそうです。

そんなつまらない妄想はさておき、色々あった平成の思い出を、皆様も応募してはいかがでしょうか。



あいうえお作文 - 2019.02.09 Sat

こんにちは、らくだです。

公募ガイドの企画で「折句（短歌調のあいうえお作文）」が募集されています。

応募要項は下記ページの真ん中あたり。

採用されると図書カード 500円が貰えます。

【公募ガイドファンクラブ】

https://www.koubo.co.jp/reading/rensai/oubo/fanclub/fanclub.html

今回のお題は「たからもの」と「こどものひ」。

というわけで自分も小説投稿をテーマに考えてみました。

た・楽しんで

か・書いた結果が

ら・落選で

も・もう懲り懲りと

の・ノートを閉じる

こ・今度こそ

ど・どうか通過を

も・求めても

の・載らない名前

ひ・引きつる笑顔

すまんな……。

バッドエンドしか思いつかんわ……。

公募ガイドにこんな不吉な短歌は送れませんが、あいうえお作文は創作の訓練にもなりますし、皆様も試

しに考えてみてはいかがでしょうか。



カトマンドゥ・カニ・カリー- 2019.02.10 Sun

こんにちは、らくだです。

観測史上最強の寒波が来ているそうですね。

大阪はそこまで酷くないですが、北海道の一部ではマイナス 30℃を観測したと聞きますし、皆様どうかお

気を付けください。

さてさて。

休日といえばカレーの食べ歩き。

というわけで今日は地元高槻のネパール料理店「プジャ」へ行ってきました。

＜本日の日替わり＞

カトマンドゥ・カニ・カリーのランチセット（1,100円）

具はなんと蟹です。

ネパールは海のない国なのに蟹が出たこの衝撃よ。

しかし、この蟹が……予想以上にイケる！

蟹と言ってもいわゆるサワガニです。

小さいですし殻ごと全部食べられます。

最初は恐る恐る口へ運んだんですが、味も食感も桜エビと似た感じで、予想外にカレーとマッチしていま

した。

いやはや。

何事も挑戦してみるものですね。

肝心の蟹はカレーの中に埋もれているので、写真では衝撃が伝わらない感じですが、また 1つ新しい扉を

開いたような気がします。



あいうえお作文（リベンジ）- 2019.02.11 Mon

こんにちは、らくだです。

前々回、公募ガイドの折句について紹介し、自作の投稿あいうえお作文をアップしましたが……。

【公募ガイドファンクラブ】

https://www.koubo.co.jp/reading/rensai/oubo/fanclub/fanclub.html

載せた例があまりにもバッドエンドなので、これでは良くないと思い、前向きな内容でもう一度考えてみ

ました。

た・楽しんで

か・書いた結果が

ら・落選で

も・もっと書こうと

の・のめり込む日々

こ・今度こそ

ど・どうか通過を

も・もぎとって

の・のびのび書くぞ

ひ・光る作品

上の句はほとんど一緒なんですが、下の句を変えるだけで、全体の印象がグッと変わりますね。

短歌（？）って奥深い……！

落選すると落ち込んでしまうのは事実ですが、小説投稿って基本的には楽しいものですし、これからも前

向きに取り組みたいと思います。



泣ける小説 - 2019.02.12 Tue

こんにちは、らくだです。

「カクヨム×魔法の iらんどコンテスト」の中間発表がありました。

以下リンク。

通過者の皆様はおめでとうございます。

【発表ページ】

https://contest.kadokawa.co.jp/kakuyomu maho2018/intresult.html

・応募総数　 547本

・中間通過　 24本

・通過率　約 4％

今回のコンテストは部門が 3つありましたが……。

・オタク主人公部門

・「泣ける」小説部門

・謎解きミステリ小説部門

通過リスト泣ける小説に偏りすぎ！

謎解きミステリほとんどないじゃん！

まあでもそうなりますよね。

泣ける小説って書きやすいですもんね。

しかし書きやすいからこそ、安易に取り組むと安っぽくなってしまうし、作者の力量が試されるジャンル

ではないでしょうか。

何はともあれ、最終発表は 3月 15日らしいので、結果が更新されたらまた紹介したいと思います。



『君は月夜に光り輝く』小説＆ポエムコンテスト- 2019.02.13 Wed

こんにちは、らくだです。

今回も魔法の iらんど関連の情報を。

MW文庫の小説『君は月夜に光り輝く』ですが、映画化されたことを記念して、小説＆ポエムコンテスト

が開催されています。

【応募要項】

https://novel.maho.jp/special/pickup/kimitsuki contest/

・募集テーマ　『儚い恋』

・投稿締切　 2019年 3月 6日（水）

・結果発表　 2019年 3月 15日（金）

・規定字数　 5,000字以上の完結作品

・応募条件　既存作でも応募可だが新作を推奨

・受賞賞金　最優秀賞 10万円＆原作者サイン本を贈呈

『君月』のコンテストですが二次創作ではありません。

儚い恋をテーマにしたオリジナル小説を募集するコンテストです。

ちなみに 19年間交際した旦那に書面 1枚で捨てられた私の恋もだいぶ儚いと思うんですが受賞できません

かね無理ですかそうですか。

なお小説部門は 5,000字以上ですが、ポエム部門も同時開催中で、こちらは 1ツイートで参加可能。

iらんど公式アカウントをフォローの上、ハッシュタグ「#君月ポエム」を添えて、儚い恋のポエムをツイー

トしましょう。

以上、映画『君は月夜に光り輝く』小説＆ポエムコンテストの紹介でした。



#胸キュン保存 LINE - 2019.02.14 Thu

2月 14日はバレンタイン。

好きな人にチョコレートを贈る日です。

というわけで今回は胸キュンな公募情報を。

通信会社の LINEが「思わず保存したくなる素敵な会話」を募集しています。

胸キュンという名前がついてますが、会話の相手は恋人だけでなく、家族や友達でも大丈夫だそうです。

【応募要項】

http://official-blog.line.me/ja/archives/78282509.html

・募集内容　胸キュンな LINEのやり取り

・応募期間　 2019年 2月 12日（火）～25日（月）

・投稿方法　ツイッターまたは LINEに「#胸キュン保存 LINE」のハッシュタグをつけて投稿

個人的に心に残っている LINEといえば、何といっても、旦那の離婚してください LINEですね。

それを見た私は慌てて連絡を取ったわけですが、電話やメールや SNS等すべての通信手段がブロックされ

ており、2週間後に離婚届が郵送されてきた（リターンアドレスは書いてない）という徹底っぷり。

いやさ？

一方的に離婚宣告されて文句も言えないとか人権なくね？

まあこの案件は「胸キュン LINE」ではなく「胸クソ LINE」なので、このコンテストには応募できません

が、皆様も心に残った LINEのやり取りを応募してみてはいかがでしょうか。



質問の返答 - 2019.02.15 Fri

こんにちはらくだです不死鳥（略）

さてさて。

雑な前置きはさておき今回は質問にお答えします。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【らくださんって色んなコンテスト紹介してるけど自分では応募しないの？】

いや応募してますよ。

応募してるけど落ちてるんです。

ちなみに先日のあいうえお作文も投稿しました。

長編小説は進んでませんが単発の企画は今後も積極的に参加したいです。

【らくだ図書館は、誰かの心や生き方を助けていると思います】

褒めすぎやで！

でも嬉しいありがとう！

【インドカレーの良さを教えてください】

私も最近ハマったばかりで、まだまだ初心者なんですが、スパイスの調合で味が無限に変化するところか

なと思います。

一口にカレーと言っても、洋食のカレーとはまったく別物なので、機会があれば是非召し上がってみてく

ださい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

他にも質問があればお寄せください。

ゆるい感じで不定期に答えていきます。



ラノチャレ 2次発表 - 2019.02.16 Sat

こんにちは、らくだです。

もう 2月も中旬ですがまだまだ寒い日が続きますね。

去年の今頃は苦しみのどん底にいた私ですが、今年は新生活を始めたことですし、春の訪れを全身で感じ

たいと願っています。

さてさて。

講談社ラノベチャレンジカップの 2次発表がありました。

以下リンク。

通過者の皆様はおめでとうございます。

【発表ページ】

http://lanove.kodansha.co.jp/award/challengecup/

・応募総数　 510本

・1次通過　 90本（約 18％）

・2次通過　 13本（約 3％）

1次リストに載っていた『クソワナビに効く赤ペン先生集中講座』は 2次で落ちたようですね……。

こんなタイトルで通過していたら、ワナビとして内容が気になるに決まっているし、何ならその集中講座

受けたいです。

それはさておき、ラノチャレは次回以降の統合が発表されているため、今回が最終回です。

すでに 13本まで絞られましたが、最終回を飾るに相応しいような、素敵な作品が刊行されることを期待し

ています。



中国滞在エピソードコンクール- 2019.02.17 Sun

こんにちは、らくだです。

中国大使館などの後援で「忘れられない中国滞在エピソードコンクール」が 5月から開催されます。

公式サイトもありますが、公募ガイドの方が情報がまとまっていて読みやすいので、そちらのリンクを掲

載。

【応募要項】

https://www.koubo.co.jp/contest/literature/episode/058454.html

・募集内容　忘れられない中国滞在に関する思い出エピソード

・参加資格　中国に行ったことのある日本人（旅行も OK）

・応募期間　 2019年 5月 13日（月）～6月 16日（日）

・発表時期　 2019年 9月下旬予定

・規定字数　 1,900字～2,000字

・受賞賞金　賞金 10万円など

作家デビューに繋がるコンテストではないですが、入選作は作品集として刊行されるようなので、中国に

行かれた経験のある皆様はいかがでしょうか。

中国は面白いですよね。

北京や上海もいいですが国土が広い故の多様性も魅力かと。

私も色々な場所を旅行しましたが、一番印象に残っているのはシルクロードで、その時トルファンで撮っ

たラクダをプロフィール画像に使っています。

このコンクールは上限 2,000字なので、そこまで長いエピソードは書けないですが、いつか余裕ができた

ら中国エッセイを書いてみたいと思いました。



GA1次発表 - 2019.02.18 Mon

こんにちは、らくだです。

最近電車で音楽を聴いてるんですが、シャッフル再生でハッピーなラブソングが流れると、思わず真顔に

なってしまいます。

永遠の愛とか浮かれてんじゃねえよ。

ワイも結婚式で永遠の愛誓ったけど 4年で捨てられたわ。

しかし飛ばしたら負けな気がして最後まで聴くというね。

いったい何と戦っているんだか自分でもさっぱりわかりません。

さて本題。

先週の金曜日ですが GAの 1次発表がありました。

GAといえば、バレンタインに 1次発表だった年もありますが、今年は 2月 15日だったからセーフ（？）

ですね……！

【発表ページ】

https://ga.sbcr.jp/novel/taisyo/11/index.html

・応募総数　 766本

・1次通過　 215本

・通過率　約 28％

個人的には磯野カツオさんが気になります。

前に複数通過していたけれど今回も当然のようにいらっしゃるという。

それはさておき、お名前を知っている方も他にいますし、2次通過の発表を楽しみに待ちたいと思います。



カクヨムプライベートコンテスト Vol.3 - 2019.02.19 Tue

こんにちは、らくだです。

すでにお馴染みとなった企画「カクヨムプライベートコンテスト Vol.3 ～カクヨム編集 O篇～」の開催が

決定した模様です。

今回のテーマは「魔法×ミステリ」。

詳細はカクヨム公式ブログをご覧ください。

【応募要項】

https://kakuyomu.jp/info/entry/private con003

・募集内容　魔法をテーマとしたミステリ作品

・受付期間　 2019年 2月 19日（火）～3月 7日（木）

・結果発表　 2019年 4月予定

・規定字数　なし（選考は 1～2万字を目途に行う）

・応募条件　 2018年 1月 1日以降に投稿された作品

・大賞賞品　オリジナル図書カード 5,000円分

字数制限は特にありませんが、選考は 1～2万字を目途に行うと書いてあるので、つかみが重要になりそう

ですね。

それにしても、「魔法×ミステリ」というのは、一見ありそうでなかったテーマかなと。

ミステリには緻密な設定や構成が必要ですが、だからこそ「ぜんぶ魔法で解決」じゃ説得力がないですし、

その辺りをどう料理するかが作者の腕の見せどころと言えそうです。

以上、カクヨムプライベートコンテスト Vol.3の紹介でした。



レビューいいね - 2019.02.20 Wed

こんにちは、らくだです。

今月上旬に実施された「#カクヨムコン 4 レビューいいねプッシュアップ！キャンペーン」の結果発表が

ありました。

その時期にブログが更新できず、企画をここで紹介できなかったので、今さらですが要項と結果を一緒に

掲載しておきます。

【応募要項】

https://kakuyomu.jp/info/entry/webcon4 review pushup

【結果発表】

https://kakuyomu.jp/info/entry/webcon4 review pushup result

このキャンペーンは、カクヨムコンの応募受付が終わった後に、レビューを促進する目的で開催された企

画でした。

ちなみに今は、作品そのものだけでなく、レビューに対して「いいね」をつけられる仕様になっています。

言ってみれば Amazonみたいな感じでしょうか。

Amazon も役立ったレビューは「いいね」できますし、自分の書いたレビューが高評価を得ると、有名レ

ビュアーとして注目されたりしますからね。

まあとにかく。

企画に当選された皆様はおめでとうございます。

これをキッカケに、作品自体はもちろんですが、レビューいいねのシステムも更に活発化することを願っ

ています。



自作ゲームコンテストの総評- 2019.02.21 Thu

こんにちは、らくだです。

えんため大賞自作ゲームコンテスト 2018の総評が公開されました。

以下リンク。

受賞された皆様は改めておめでとうございます。

【発表ページ】

https://www.enterbrain.co.jp/entertainment/awards/2018og.html

・応募総数　 98本

・最終候補　 14本（約 14％）

・受賞　 5本（約 5％）

最終に残っていたソ連育成ゲームはないですね……。

まあ色々な面で商品化が難しそうなテーマですからね……。

それはそれとして、今回受賞した 5本のゲームは、以下の要素を高く評価されたようです。

「他作品にはない個性」

「キャラクター」

「世界観」

「アイデア」

上記 4つの要素の重要性は、今回のゲームコンテストだけでなく、そのまま小説の賞にも当てはまりそう

ですよね。

頭でそう理解していても、実際にそういう作品を書くのは難しいのですが、執筆中にしっかり意識したい

と改めて思いました。



平安小説賞の結果 - 2019.02.22 Fri

こんにちは、らくだです。

コバルトで開催された「平安小説賞」の結果発表があった模様。

今回のコンテストは「平安をテーマにしたオリジナルの小説」または「『なんて素敵にジャパネスク』の二

次創作」を募集する企画でした。

以下リンク。

入選者様はおめでとうございます。

【発表ページ】

http://cobalt.shueisha.co.jp/contents/heian novel result/

編集部のコメントを読むと「おそれおおいと思われたのか『ジャパネスク』よりオリジナル作品の応募が多

かった」という説明があるのですが。

いや……。

おそれおおいと言うより今の若い子は知らないんじゃ……。

ぶっちゃけ 1巻の刊行が 1984年ですからね。

ギリギリでも何でもなく完全に昭和っていうね。

それはそれとして、宮中を舞台にした和風ファンタジーは、いつの時代も一定の需要があるように感じら

れます。

特に平安はビジュアル的にも華やかですし、それとは裏腹なドロドロした愛憎劇も、小説の題材に向いて

いるのかもしれません。

今回は入選作品 1本だけの公開でしたが、一口に平安と言っても色々なタイプの小説が集まったようです

し、他の作品も読んでみたいと思いました。



「尊い」 - 2019.02.23 Sat

こんにちは、らくだです。

第 10回日本語大賞の結果発表がありました。

以下リンク。

受賞された皆様はおめでとうございます。

【発表ページ】

https://www.nihongokentei.jp/grandprize/10 result.php

＜応募数＞

・小学生の部　 2,843点

・中学生の部　 466点

・高校生の部　 700点

・一般の部　 213点

今回のテーマは「忘れられない言葉」で、各部門の最優秀作品が公開されていますが、小学生の部の「尊

い」という作品が印象に残りました。

これ本当に 6年生の作文？

文章力高すぎてワナビの自分立場ないよ？

（もともと立場なんて一切ないが）

まあとにかく、最近ネット界隈では萌えと似た意味で尊いという単語が使われますが、読み終わった後「あ

あ、本来の尊いってこういうことだよなぁ」みたいな気分になったというか。

別にネットのスラングが悪いわけではないですが、言葉本来の意味を再確認し、きちんと気持ちを込めて

使うことは大切ですよね。

以上、第 10回日本語大賞の結果発表の話題でした。



HJの 2次発表 - 2019.02.24 Sun

こんにちは、らくだです。

第 13回 HJ文庫大賞の 2次発表がありました。

以下リンク。

通過者の皆様はおめでとうございます。

【発表ページ】

https://hobbyjapan.co.jp/hjbunko/novelawards/award13.html

・1次通過　 98本

・2次通過　 25本

応募総数の情報が見当たらなかったのですが、今回は賞金のキャリーオーバーも発生していることですし、

今後の発表も盛り上がって欲しいですね。

ところで自分の話ですが、4月のビーズログ投稿は、時間的にも体調的にも無理っぽいという結論に達しま

した。

こうやって投稿ブログを書いておきながら、自分自身が投稿していない状況は、やるやる詐欺のようで心

苦しい限りです。

しかし……！

この溢れ出る投稿愛はきっと皆様に伝わっているはず……！

自分はそう信じてやっていますし、まずは生活のバランスを充分に整えて、創作と向き合える環境を作る

ことが必要かなと思っています。

というわけで、前線復帰はいまだ叶いませんが、せめてブログは定期更新できるよう、今後もゆるく応援し

て頂けると嬉しいです。



第 2回冲方塾の結果 - 2019.02.25 Mon

こんにちは、らくだです。

カクヨムで開催されていた「第 2回冲方塾」の結果発表がありました。

以下リンク。

受賞された皆様はおめでとうございます。

【発表ページ】

https://kakuyomu.jp/contests/ubukata juku contest

・応募総数　 110本

・中間通過　 11本（10％）

・受賞作品　 4本（約 4％）

この賞は二次創作のコンテストでしたが、冲方先生ご本人が選考委員をつとめ、上のページに全体総評も

書かれています。

その中に載っている言葉で、「あらゆるエンタメが受容するものから発信し合うものへと移り変わってゆく

昨今……」という表現がありますが、これは本当にそうだなと。

絵ならピクシブ。

小説ならカクヨムやなろう。

作詞作曲なら YouTubeやニコニコ動画。

これらは一例で他にも多数ありますが、今はプロ以外の人間にも、作品を発表できる場がありますからね。

今回のような二次創作の賞も、昔では考えられなかったことですし、これからも創作界隈が多方向に発展

していくことを願っています。



SNSはやっていますか？- 2019.02.26 Tue

こんにちは、らくだです。

今の仕事が 3月末で契約期間終了なので、平日の夜と土日を使って転職活動しており、ブログの更新が途

絶えがちになっている最近です。

心配してくださった方には申し訳ありません。

そんな人はいないかもしれませんが、いることを期待して謝っておきます。

それはそれとして、とある会社の面接で「SNSは何かやっていますか？」と聞かれたのですが。

SNSならやっています。

らくだ図書館という小説投稿ブログです。

しかし待て？

それ正直に言ってもマイナスにしかならんよな？

毎日更新と言ってる割に実際の更新は毎日じゃないし、内容もだいぶ微妙だし、10年くらいデビューでき

ていない証拠でもありますし。

第一このブログを披露したら、ドMでオタクでクソバツイチであることがバレるわけで、もし自分が面接

官だったらそんな人は採用したくありません。

というわけで「やってません」と答えました。

その会社は落ちましたがどうせ落ちるなら言えば良かったと軽く後悔。

まあそんなこんなの最近ですが、別にこれ以上失う物もないですし、変に焦らずじっくり自分を見つめ直

そうかなと思っています。

以上、突然の近況報告でした。



ラジオドラマ短編小説賞の結果- 2019.02.27 Wed

こんにちは、らくだです。

小説家になろうで開催された「第 3回MBSラジオドラマ短編小説賞」の受賞作品が決定しました。

ラジオドラマの放送は 4月予定で、今回パーソナリティをつとめるのは、諏訪部順一さんと内田彩さんで

す。

【発表ページ】

https://blog.syosetu.com/?itemid=4021

さらに第 4回の受付が 3月 1日から開始。

詳細についてはリンク先をご確認ください。

【応募要項】

https://syosetu.com/event/m-radio2018/

・ジャンル　童話、詩、エッセイ、その他

・受付期間　 2019年 3月 1日（金）～4月 30日（火）

・結果発表　 2019年 5月下旬頃

・放送時期　 2019年 7月頃

・パーソナリティ　中尾隆聖さん、阿澄佳奈さん

中尾隆聖さん……！

フリーザ様じゃないですか……！

それはそれとして、今回は小説以外のジャンルがメインですが、童話やエッセイのコンテストは少ないで

すし、この機会に挑戦してみてはいかがでしょうか。

以上、MBSラジオドラマ短編小説賞の紹介でした。



ホラー小説短編賞の結果発表- 2019.02.28 Thu

こんにちは、らくだです。

コバルトで開催された「ホラー好き編集Ｈが独断と偏見で決めるホラー小説短編賞Ｒ」の結果発表があり

ました。

応募総数は 47本。

オカルトやスプラッタや心霊現象など様々な作品が集まったようです。

【発表ページ】

http://cobalt.shueisha.co.jp/contents/horror award r result/

ホラー小説……。

正直言って苦手ジャンルだ……。

と内心警戒しつつ、ブログで紹介する以上は読むべきだろうと思って入選作品を読んでみたら、面白かっ

たです。

内容は選評にもある通り「トマトに顔が現れる」という謎めいた怪奇現象。

ただし本当に怖いのはそこじゃなく、むしろ主人公の内面の方が怖いという。

しかもその内面が非常にリアルで、自分自身も身に覚えがあるからこそ、読んでいて余計に怖さが増しま

した。

確かにそうですね……。

本当に怖いのはホラー現象より人の心かもしれませんね……。

というわけで入選作品は怖いですが、怪奇現象ではなく人間の怖さなので、気になる方は是非ともチェッ

クしてみてください。

以上、ホラー小説短編賞の結果発表の話題でした。


